
　東日本大震災では、多くの看護職が被災地へボランティア支援に赴きました。中には、被災地で災害支援をするの
は初めてという方も大勢いたようです。「自分が行って何かの役に立つのだろうか」という不安を抱えながらも、「専門
職として被災地のために何かしたい」という思いでボランティアを志願された方は多いでしょう。
　被災地での看護支援には特別な知識や技術が必要なのでしょうか？　DMATチームなどを除けば、災害支援ナース
が現地に到着するころはすでに急性期は脱しており、被災者にとっては避難所での避難生活が始まる時期となってい
ます。つまり、災害支援ナースは被災者の生活の場で看護を担うことが圧倒的に多いのです。避難所や仮設住宅での
看護は特別なものではなく、自分のもっている基本的な看護の知識・技術を有効に使って行うものです。「災害看護の
知識がないから…」と躊躇する必要はありません。
　第３回目の表参道ナースネットでは、被災地に支援に行きたいけれども、なかなか踏み出せないでいる人、昨年避
難所で支援活動を行い、その後の被災地や被災者の様子が気になっている人、仮設住宅での活動に不安を感じている
人、ボランティアをしたいけれども、どこに問い合わせてよいかわからない人などを対象に、災害支援ボランティア入門
講座を開催します。日本および世界の被災地で長年被災者の支援活動を続けている講師が、被災地支援に必要な知
識・技術や現地での活動の実際や、被災地滞在の間の生活環境についてなど、具体的かつ実用的な情報をお話し、皆
様からのさまざまな質問・疑問点にお答えします。少人数制なので、講師や他の参加者と交流を深めることができる
貴重な機会です。多くの方のご参加をお待ちしています。


